
 

（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立天草拓心高等）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
「夢は空より高く 心は海より広く 道を拓かん」の校訓を基本理念とし、特色を生かした学
びをとおして生徒一人一人の個性を伸ばすとともに、これからの未来を創造する、心豊かで魅
力あふれる人材の育成と地域から信頼される活気あふれた学校づくりを目指す。 
 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）確かな学力を育成し、生徒一人一人に寄り添った指導の充実を図る 

ア 「主体的・対話的で深い学び」をとおして、課題解決を可能とする思考力、判断力、
表現力等を育む 

イ 生徒の実態を的確に把握し、具体的な対応策を全職員で共有し、実践する 
ウ 充実したキャリア教育を通して、社会的・職業的に自立できる能力と態度を育む 

（２）豊かな人間性を育成する 
ア 生命を大切にする心や個に寄り添う心を大切にし、人権尊重の精神を育む 
イ 規範意識を身に付け、善悪を判断し自らを律する力を養う 
ウ 校舎間、学科間の交流により愛校心や連帯感を高め、他者と協働できる態度を養う 

（３）心身の健康を自ら高め、管理する態度を養う 
ア 基本的生活習慣を確立するための態度を養う 
イ 情報モラル教育をとおしてＳＮＳとのかかわり方を整える 
ウ 部活動、生徒会活動、学校行事等をとおして達成感や充実感を味わい、愛校心を育て

るとともに自己肯定感を高める 
（４）地域との連携・協働（地域から学び、自ら考え、地域に貢献できる人材育成） 
  ア 学科の枠を超えて地元企業等と連携した実践的な課題解決学習の充実を図る 
  イ 時代や地域のニーズ等を踏まえた学科の特色化を図る 

 ウ 農業・商業及び海に学ぶ体験的・実践的な教育活動を展開する 
 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 
 

重点目
標の具
現化 

校舎制である
ことや 

７学科８コー
スを有 

する特徴を生
かし、 

地域のニーズ
等を踏 

まえた学校の
特色化 

を図る 

学校評価アン
ケートで各評
価者の達成割
合85％以上を
目指す。 

・ＫＳＨ構想
におけるクリ
エイトハイス
クールとして
の事業実践の
充実。 
・地域協働に
よる課題発見
や、その解決
に向けた探究
活動。 

Ａ 

・クリエイトハイスクール
の指定２年目となり、１年
生で行う「天草学」の定着
とオンライン授業の実施に
より、校舎間の連携も充実
している。また、２年生で
は学科毎にテーマ別の研究
やカタリバを活用した校舎
間の「総合的な探究」の取
り組みを行うことができた
。学校評価アンケートにお
いて、「学科の特色を生か
した教育活動が行われ、入
学して（入学させて）良か
ったと思う」という問いに
対して生徒・保護者９３％
、「十分達成できている」
「おおむね達成できている
」と回答し、昨年度より向
上している。しかし、保護
者の５％が「わからない」
と回答している。学校ＨＰ
の改善により１日の平均訪
問者数は約８００件（R４：
約４５０件）に増加すると
ともにインスタグラムの開
始などを行い、学校の魅力



発信を充実させているが、
今後更に保護者との連携を
深め、信頼関係を構築し、
取組の周知及びPRを図って
いく必要がある。 
・本渡校舎では、天草産ウ
ニ殻（産業廃棄物）を有効
活用した鉢花栽培の研究継
続やパン屋との商品開発・
販売及び地域を紹介する観
光案内本を作成し、天草市
役所での配布準備を進めて
いる。いずれの研究も地域
課題の解決に貢献が期待さ
れ、自身の進路選択に繋が
っている。 
・マリン校舎は、藻場造成
を踏まえた天草産ウニの市
場価値向上に向けた取組を
行い、九州地区水産・海洋
高等学校 生徒研究発表大
会において優秀賞を獲得し
た。また、苓北町役場と連
携して、都呂々（木場地区
）の活性化事業に携わり、
商品開発や週末カフェのイ
ベントを企画したり、苓北
町特産品を熊商デパートで
PR販売を行った。 

職員の
資質向
上 

学校改革によ
る業務 

改善及び校内
研修の 

充実と研修等
参加へ 

の積極的な奨
励 

校務分掌の活
性化とミドル
リーダーの育
成 

各担当業務に
おける具体的
目標の設定と
その進捗状況
の把握。 

Ｂ 

・本渡校舎では、１学期に実
施予定の校内研修内容を精
選し、夏休み１日での実施。
オンライン研修の活用及び
職員会議で１５分程度の研
修報告等により研修の充実
と業務改善を図った。また、
今年度から始まる「研修履歴
の記録」を踏まえ、全職員へ
のオンデマンド及び外部研
修の周知を図ることで積極
的な外部の研修受講が増え
た。ミドルリーダーである運
営委員は、担当部署の運営、
各部各科員の意見聴取、必要
な事案について議事の提案
を促し、協議・回答をするこ
とで資質向上と業務改善へ
の意識の高揚を図った。 

働き方
改革の
推進 

業務の整理や
効率化による
教職員のワー
ク・ライフ・
バランスの実
現 
 
 
 

・時間外在校
時間が月４５
時間を超える
教職員を月平
均９人以下と
することを目
指す。（前年
度平均９人） 
・職員のメン
タルケア。 

・ICT活用や
ペーパーレス
化等業務改善
策の定着を図
る職場環境の
整備によって
、職員間の働
きやすさを高
める。 
・定時退勤日
を設定し、定
着を図る。 
・日々の声掛
けと職員面談
の実施。 

Ａ 

・学校評価アンケート結果
において、職員の勤務して
よかったと思うが、昨年度
より１０％向上した。 
・両校舎ともに朝会資料作
成廃止及び会議資料等のペ
ーパーレス化を推進し、ゆ
うネットや Forms 活用、校
舎間オンライン会議等で校
務のⅮ✕化を進めている。
さらなる業務の整理及び学
期１回程度の職員会議の縮
減につなげたい。 
・時間外在校時間月４５時
間以上は、本渡校舎で平均



１１．１人、マリン校舎で
平均６．３人という結果と
なった。業務改善に関する
意見を調査し、改善に取り
組んでいる。また両校舎に
よる合同行事の打合せや管
理職においては、オンライ
ン会議をこまめに行い、業
務の効率化を進めた。 
・毎月の衛生委員会におい
て、産業医の助言を受けな
がら職員への声掛け及び面
談等のメンタルケアを行
い、情報共有を図っている。 
・今後も週１回の定時退勤
日（ライトダウンデイ）の徹
底や職員研修等を通して業
務改善への意識の高揚を図
っていく必要がある。 

危機管
理体
制の 

強化 
 

危機管理意識
の向上と的確
な対応 

危機管理マニ
ュアルの点検
・見直し及び
危機管理訓練
の実施。 

実験・実習・
体育・乗船・
行事における
事前指導の徹
底。 

Ｂ 

・本年度の火災避難訓練を
本渡校舎は６月に実施し
た。マリン校舎は４月に実
施し、合わせて地震並びに
津波避難訓練についても行
った。 
・本渡校舎は、天草支援学校
と連携した避難訓練を年２
回実施している。また、危機
管理マニュアルの点検・見
直しを図っている。 
・学校評価アンケートでは、
安全教育に関する項目で、
避難訓練について「わから
ない」と回答する保護者が
３４％おり、保護者との連
携及び信頼関係構築に努め
る要がある。 
・海洋航海コースは、船舶の
救命講習も学校プールで実
施し、救命筏に乗り込む方
法や海上生存と発見率が上
がる密集陣形などを行い、
知識と技術の習得させた。 

学校管理下の
事故未 

然防止の取組 

実験・実習・
体育・乗船・
行事などでの
事故「０」を
目指す。学校
評価アンケー
トで各評価者
の達成割合85
％以上を目指
す。 

定期的に劇物
・薬物の保管
管理状況の点
検、施設・設
備・実習船の
点検を実施す
る。 

Ａ 

・授業や集会等で各事故防
止の諸注意を含めた啓発を
行い、現在のところ、各所で
の大きな事故は発生してい
ない。 
・教育施設の安全や事故防
止についての学校評価アン
ケートの結果は、生徒９２
％、保護者７６％、職員９２
％が「十分達成できている」
「おおむね達成できている」
であるが、保護者の１４％が
「わからない」と回答してい
る。保護者への情報発信をさ
らに行い、連携に努め、今後
も事故「０」に向けた取組を
継続する。 
・学校薬剤師の定期点検（年
１回）における指導助言に
従い、劇物・薬物の保管管理



・点検、計画的な廃棄ができ
ている。 

学力向
上 
 

授業の
工夫・
改善 
 

分かりやすい
授業の研究と
実行 

研究授業の充
実 

公開授業週間
及び研究授業
と、それに伴
う授業デザイ
ン会と振返り
会の実施。 

Ｂ 

・計画通り年２回の実施が
できた。 
・授業の工夫改善について、
生徒は昨年度より高い評価
をしている。 
・教職員の授業に対する工
夫改善の達成感はやや低下
しているため、参観後の授業
改善の実態把握をすすめる。 

ＩＣＴ教育の
推進 

１人１台端末
利用促進 

１人１台端末
利活用事例の
共有。ＩＣＴ
利活用計画作
成。 

Ｂ 

・生徒、教職員ともにＩＣ
Ｔ活用評価は昨年度と比べ
て向上している。 
・生徒は段階を踏んでＩＣ
Ｔ活用スキルを身に付けて
いるようだが、教職員のス
キル格差を解消する手立て
を見つけられなかった。 

基礎学
力の定
着・学
習意欲
の高揚 

基礎学力の定
着支援 

成績不振生の
学習支援 

考査前学習会
、学期末及び
学年末におけ
る補習や補講
の実施。 

Ａ 

・個別指導や考査前には学
習会を実施し学力保障を行
った。 
・スタディサプリの導入に
より学習時間の把握がしや
すくなった。 

生徒の学習意
欲向上に結び
つく体制作り 

新しい学習指
導要領の理念
実現にふさわ
しい教務体制
の構築 

教科・科目の
特性に合わせ
た評価ができ
るよう教務規
定の見直しを
行う。 

Ａ 

・観点別評価に沿った教務
規定の原案が完成し、現在
検討している。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

職業観
・勤労
観の育
成と進
路意識
の向上
並びに
進路に
関する
諸能力
育成を
目指し
たキャ
リア教
育の充
実 
 
 

生徒一人一人
の特性等に応
じた、きめ細
やかな進路指
導 

生徒の適性や
特性等を把握
する機会を設
け、その結果
を活用して生
徒の進路希望
を尊重した進
路指導を行う
。 

・職業適性検
査を実施し、
生徒の適性や
特性を把握し
、職員間での
情報共有を図
る。 
・進路希望調
査を各学期に
実施し、それ
に基づいて担
任等による個
別面談を実施
する。 
・キャリアサ
ポーターによ
る個別面談を
行い、教員と
は違う視点か
らの助言を活
かした進路指
導を行う。 

Ａ 

・９月に１年生を対象に職
業適性検査を実施し、担任が
その結果をクラス生徒にフ
ィードバックした。全学年で
年２回の進路希望調査を行
い、その結果を各学年で情報
共有してその後の指導に活
用した。３年生を中心にキャ
リアサポーターとの個別面
談を実施し、生徒一人ひとり
に応じたきめ細やかな進路
指導を行った。（本渡） 
・年度初めに１、２年生を対
象に職業適性検査を実施し、
その結果を用いて個別の進
路面談を行った。進路希望調
査を５月、１１月、２月に実
施し、生徒の進路希望を把握
して学期末の面談に活用し
た。２、３年生を対象にキャ
リアサポーターの面談を実
施することで、生徒の進路希
望状況の把握に努め、一人一
人に応じた進路指導を行っ
た。（マリン） 

職業観、勤労
観の醸成 

学校で学ぶこ
とと社会及び
職業生活との
関連について
学ぶ場の設定
を行う。 
 

・働くことへ
の意識の高揚
と職業適性の
把握のために
全学科の２年
生を対象にイ
ンターンシッ

Ａ 

・７月に２年生全学科を対
象にインターンシップを実
施した。事前事後指導及び期
間中の体験をとおして勤労
観の涵養を図った。進路実現
のために必要な情報収集能
力を身につけた。（本渡） 



 プを実施する
。 
・卒業後に限
らず進学後の
就労も含めた
将来的な勤労
について考え
るための進路
講話を年１回
実施する。 

・全学科の２年生を対象に
インターンシップを実施す
ることで勤労観の涵養を図
り、生徒の職業適性の把握と
進路選択の参考とすること
ができた。全校生徒を対象と
した進路講話以外にも、校内
進路ガイダンスを計画し、卒
業生との意見交換をとおし
て、在学中の過ごし方や社会
に出てからの在り方につい
て考えを深めた。（マリン） 

進路情報の発
信や進路希望
等の情報の共
有 

・進路情報な
どをプリント
や学校ホーム
ページ、安心
・安全メール
等を用いて発
信する。 
・家庭と学校
、進路指導部
と学年部など
連携を綿密に
行う。 

・保護者への
進路情報提供
を学期毎に実
施する。 
・進路希望調
査や模擬試験
等の結果を集
約し、生徒に
現状の把握と
今後の方向性
を持たせる。 
・職員の連絡
会等を月１回
以上実施する
。 

Ａ 

・学校ホームページにここ
数年の進路実績を掲載し、情
報提供を図った。求人票につ
いては「Handy進路指導室」
を活用して生徒及び保護者
がいつでも閲覧できる状況
を構築した。（本渡） 
・進路だより以外にも学校
ＷＥＢサイトで進路行事の
記事を配信し、情報の提供を
行った。また、進路指導部会
や３学年会を毎週開催し、情
報の共有に努めた。（マリン） 

生徒 
指導 
 

自己指

導能力

の育成 
 

基本的生活習

慣の定着につ

いて 

 

・挨拶の励行 

・自ら挨拶の

できる生徒の

育成 

・時間を守る 

・登校指導時

の挨拶励行。

(生徒会活動

含) 

・教職員及び

生徒間の挨拶

に対する意識

調査を行い改

善に繋げる。 

・毎朝の登校

指導を行い、

継続的な遅刻

指導を実践す

る。 
・スマホ等の
依存からくる
生活の乱れを
全校集会やＨ
Ｒ等を利用し
て改善する。 

Ａ 

・生徒会や生活委員が定期
的にあいさつ運動を行った
ことに伴い、主体的に自ら
あいさつをする生徒が増え
た。 
・基本的生活習慣の確立に
おいて、本渡校舎では遅刻
指導に力を入れた。今年の
みの結果ではなく、これま
で数年にわたり継続して取
組んできた成果と全職員の
協力のおかげで全体的な遅
刻数の減少につながった。
次年度以降も減らしていき
たい。 
・ＳＮＳの使用方法など、
学校全体で共通認識を持
って考動できるような機
会を早い段階で設定する。
特にＳＮＳの利用は生徒
の日常に欠かせないもの
となっているため、家庭で
の指導（フィルタリングの
設定や使用時間の設定な
ど家庭でのルール作り）を
強化する必要がある。 

身だしなみを

整え、清々し

い整容 

・年間を通し

て定期的に整

容指導を実施

する。 
・生徒自身の
整容面への意
識向上を目的
とする主旨を
踏まえ、校則
の見直しなど

Ａ 

・生徒会を中心として生徒
が主体的に校則について考
動し、校則や整容面など守
ろうとする意識が少しずつ
根付いてきたと感じる。今
年度から携帯電話・スマー
トフォンの駐輪場での使用
を認めたが、特に非常識な
使用をしている場面はなか
った。それに伴い校門を出



を生徒ととも
に進め、教職
員間の連携を
図り、日常の
整容指導に力
を入れる。 

てすぐのところで使用する
生徒は減り、外部からの苦
情も減った。 
・整容指導の面では、校則を
見直して以降、心配はしてい
たものの、ほとんどの生徒が
奇抜な髪形や染色はせず、考
えた容姿で過ごせるように
なっている。しかし、一部の
生徒で長期休業中に染色、眉
そり、ピアスなど、意識の低
い生徒がいる。今後はよりそ
ういった生徒に指導の徹底
をしていかねばならない。生
徒部だけでなく、全職員で協
力して日常的な指導に力を
いれていく。 

他者への思い
やりと自尊心
の育成 

情報モラル教

育の充実 

集会や人権Ｌ
ＨＲを活用し
情報モラルに
関する講話を
実施。また、
情報安全・情
報モラル教育
についての職
員研修を実施
し、時代の流
れに合わせた
指導が実践で
きる教職員の
資質向上を図
る。 

Ｂ 

・今年もＳＮＳによる誹謗中
傷や不適切な投稿、知らない
人とのコンタクトなど指導
が必要な場面があった。ただ
、1年生では比較的少なかっ
たように感じる。入学後の宿
泊研修での「ＳＮＳ講話」な
ども効果があったかもしれ
ない。２、３年生にはコロナ
禍で全体での指導をリモー
トで行うなどしたが、やはり
顔を見ながら反応を見て、直
接的な指導を実践していく
ことの重要さを感じた。職員
のSNSや情報モラルに関する
研修を実施することができ
なかったので、指導力向上の
ためにも次年度は実施でき
るようにしたい。 

集団生活を通

した共生の心

の育成 

寮生活の充実

（ マ リ ン 校

舎） 

 

感染症対策と
、寮生の人員
増という面か
ら、多くの負
担を寮生には
課している現
状がある。少
しでも寮生の
意見をくみ取
るために、部
屋替えや面談
を行い、寮生
が自主的且つ
安心して暮ら
せる寮の環境
を整備する。 

Ｂ 

・今年度も生徒の人間関係等
の状況に応じて部屋替えを
各学年で複数回行うことが
でき、人間関係で寮生活を送
ることができなくなるよう
な生徒はいなかった。 
・体調不良者が出た場合に
は、即時に保護者連絡をする
ことができており、感染症の
拡大による寮の運営ができ
なくなることなどはなかっ
た。 
・寮内での生徒間トラブルは
度々起きていたが、舎監長を
中心に適切に対応できたこ
とで、大きな問題に発展する
ことはなかった。 

交通ルールの

遵守 

・自転車・原

付の乗車マナ

ー の 指 導 徹

底。 

・交通違反・

事故件数の削

減 

・自転車通学

生及び原付通

学生に対して

の講習会の実

施。 

・通学生集会

や講演会や教

材等を活用し

命の尊さにつ

Ｂ 

・自転車通学生について、今
年度も自転車ステッカーの
貼替えや貼っていない自転
車で登校をする生徒がいた。
昨年度から引き続き見逃さ
ずに指導したい。 
・交通事故、違反が２学期終
了時点で全体で２４件。内、
事故が１７件、違反が７件。
ここ数年で最も多かった。交



いて考える機

会をつくる。 

・交通安全に

関する標語や

ポスターの掲

示 を 行 う な

ど、啓発活動

を 活 発 に す

る。 
・交通事故現
場での対応マ
ニュアルを生
徒へ配付する
。 

通安全に関する日頃の指導
や計画的な講話や講演会の
実施など次年度以降は今ま
で以上に積極的に取組む必
要がある。 
・２学期時点で事故違反が多
かったこともあり、担任や学
年にも協力していただき、集
会などで交通ルールやマナ
ーの話をし、その後は事故も
違反も発生していない。事故
も違反も未然に防止するこ
とが大切であり、次年度から
はさらに予防・啓発に取組
む。 

人権教
育の推
進 

個人を

尊重

し、相

互理解

を深

め、差

別やい

じめの

ない学

校・学

級づく

り 

生徒の人権意

識を高める教

育活動を推進

できたか。 

教職員一人ひ

とりが、人権

教育実践の担

い手であるこ

との意識付け

を図るため研

修 な ど を 行

う。 

・各教科の授
業およびＬＨ
Ｒにおいて人
権教育に取り
組む。また各
学年で実践研
修 に 取 り 組
む。 Ｂ 

・学期に１回の人権教育Ｌ
ＨＲを実施することができ
た。また校内外や動画視聴で
の研修に職員の９割以上が
参加した。 
・次年度以降の研修に役立
てるため、研修に参加した職
員の感想や、LHR 担当者が授
業を実践しての感想などを
収集した。 

生命を
大切に
する心
を育む
指導 

 

安心して相談

できる環境づ

くりと個に応

じた組織的な

対応 

・生徒の人権
委員会の活性
化を図る。 

・相談体制の

充実 

・「心のきず
なを深める」
ための標語の
作品募集。 
・個人面談期
間を活用する
など、生徒が
安心して相談
できる環境づ
くりに取り組
む。 

Ｂ 

・学期の始めに二者面談週間
を設定し、担任が生徒の不安
や悩み事に寄り添う機会を
つくった。 
・生徒から人権標語を募集
し、校内に掲示した。連絡や
取りまとめなどを生徒の人
権委員が担った。 
 

いじめ
の防止
等 

いじめ
根絶の
ための
啓発活
動 
 
 

組織的な対応 いじめ防止対
策委員会の充
実 

担任、学年、
学科と連携を
とり、教育相
談部など他の
分掌部と協力
してアンケー
トや面談週間
を実施し、未
然防止に取組
むと共に、い
じめ防止対策
委員会を適宜
開催し、的確
な対応や未然
防止策を全職
員で共有する
。 

Ｂ 

・いじめに関して、把握し
対応できていることは良
いことではあるが、２学期
時点で本渡校舎５件とマ
リン校舎１９件と合わせ
て２４件と非常に多かっ
た。また、このいじめ問題
に関する課題は報道の注
目度も高く、年々指導が難
しくなり、慎重かつ丁寧な
対応がもとめられている。
職員間で情報を共有し、全
職員で見守りの体制や対
応ができている。さらに今
後は研修などを通してい
じめ問題に関する指導力
を向上させていきたい。 

人権感覚を育
み、良好な人
間関係構築の
ための支援 

具体的行動指
標や標語、ポ
スター等作成 

「いじめ根絶
宣言」を全校
生徒に周知し
、全校集会や
学年集会、Ｌ

Ｂ 

いじめ問題だけでなく、様
々な人間関係に関する課
題や問題を未然に防止す
るためにＬＨＲを活用し
た「人やものを大切にする



ＨＲを活用し
て、講話やポ
スター掲示や
標語の募集を
行い、生徒自
らが豊かな人
権感覚を磨く
機会とする。 

心」や「コミュニケーショ
ン能力」を育てる取組みな
どをもっと計画的に実践
するべきだった。これは生
徒指導部だけでなく教育
相談部や人権教育主任な
どともっと連携を深めて
取り組む必要がある。 

読書 
指導 

豊かな
心の育
成を目
指した
読書活
動の活
性化 

・図書館利用
率（図書の貸
し出し数）の
現状を維持し
つつ、数値向
上を目指す 
 
※昨年度 

【本渡校舎】2

.9冊 

【マリン校舎

】15.3冊 

【本渡校舎】 
・貸出数年平
均５冊/生徒
一人あたり 
 
【マリン校舎
】 
・貸出数年平
均１２冊/生
徒一人あたり 

・全校で取り
組む朝読書の
定着 
・図書館内外
の掲示展示・
HPを活用した
情報発信 
【本渡校舎】
生徒による学
級文庫の更新 
【マリン校舎
】委員会によ
る本の紹介 

Ａ 

・朝読書の取組みは生徒・職
員の十分な理解を得て計画
通りに実施することができ
た。 
・生徒一人当たりの貸出平
均冊数(12月20日現在)は本
渡校舎5.25冊、マリン校舎
13.4冊で概ね目標を達成し
た。 
・各クラス図書委員を中心
に、自主的に学級文庫の選定
・更新を行った。【本渡校舎
】 
・週１回、昼休みの校内放送
で本の紹介を行なった。（図
書部門：原稿をChromebookで
作成 放送部門：放送）【マ
リン校舎】 
 
・効果的に図書館情報を届
けるため、ＩＣＴと紙ベース
の両者活用が必要だと考え
る。 

安全 
教育 

事故防
止の徹
底と災
害時の
避難計
画 
 
 
 

危機管理マニ
ュアルに沿っ
た取組 

防災意識の高
揚 
危機管理マニ
ュアルの改訂
と周知 

危機管理マニ
ュアルを改訂
、配付し、防
災意識の高揚
、マニュアル
の周知徹底を
図る。 

Ｂ 

危機管理マニュアルを改訂
して配付し、防災意識の高揚
を図った。火災、津波、水害
避難訓練を行った。 
支援学校と合同避難訓練や
職員研究を実施することが
できた。 

校内安全点検 校内安全点検
の徹底 

安全点検を行
い、改善箇所
は迅速に対応
する。 

Ｂ 
安全点検は月１回実施した。
改善箇所は迅速に対応がで
きた。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

保護者
や地域
等との
連携 
情報発
信 
 
 

育友会、同窓
会、自治体、
企業との連携 

育友会、同窓
会、地域の協
力を得ながら
教育活動を充
実 

学校行事や商
品開発におい
て、育友会、
自治体、諸団
体の協力を得
る。 

Ａ 

マリン祭ではカレーの炊き
出しを、本渡校舎ではチャリ
ティ餅つきを実施すること
ができた。育友会でミニバレ
ー大会を実施した。チヌを使
用した商品開発も行った。 

広報活動の充
実 

地域への情報
発信 

ホームページ
の更新、学校
新聞等の配付
及びインスタ
グラムの開設
。 

Ｂ 

学校新聞は写真を多めにし
て生徒の活動をわかりやす
くしている。ホームページの
更新を随時行った。 

 


